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10
月
24
日
、
本
部
主
催
の

「
総
合
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
ま
で
は
本
部
ゴ
ル
フ

大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
て
き

た
も
の
で
、
今
年
は
ロ
ー
ド
バ

イ
ク
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
加

え
て
ゴ
ル
フ
以
外
も
楽
し
め

る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
信
越
本

線
の
横
川
駅
か
ら
伸
び
る
廃

線
跡
を
整
備
し
た
遊
歩
道
を

歩
く
コ
ー
ス
で
、
重
要
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
レ
ン

ガ
造
り
の
め
が
ね
橋
の
大
き

さ
に
圧
倒
さ
れ
た
り
し
な
が

ら
散
策
し
、
気
持
ち
良
い
汗
を

流
し
ま
し
た
。 

前
日
の
23
日
に
は
全
体
交

流
が
行
わ
れ
、
各
地
の
仲
間
と

お
酒
を
飲
み
な
が
ら
語
り
合

い
、
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。 

（
参
加
者
投
稿
） 

 

の
窓
ガ
ラ
ス
割
れ
対
策
と
し

て
恒
久
的
な
対
策
を
立
て
実

施
す
る
こ
と 

15
．
冬
期
間
、
只
見
線
２
４
２

８
Ｄ
～
回
２
４
２
９
Ｄ
を
大

白
川
駅
本
線
折
り
返
し
と
す

る
こ
と
。 

16
．
新
潟
新
幹
線
車
両
セ
ン
タ

ー
構
内
の
着
発
線
か
ら
庫
内

ま
で
の
指
定
通
路
の
除
雪
を

行
う
こ
と
。 

17
．
新
潟
新
幹
線
運
輸
区
の
カ

ッ
タ
ー
車
要
員
と
し
て
、
冬

期
間
は
運
転
士
１
予
備(

５

時
か
ら
12
時)

勤
務
の
社
員

を
お
く
こ
と
。 

18
．
ガ
ー
ラ
湯
沢
駅
に
お
け
る

回
送
列
車
発
車
の
際
、
ホ
ー

ム
上
の
安
全
確
認
を
行
う
対

策
を
と
る
こ
と
。 

19
．
拠
点
箇
所
に
線
路
上
の
積

雪
を
観
測
す
る
機
器
を
設
置

す
る
こ
と
。 

20
．
長
鳥
駅
下
り
本
線
に
軌
間

内
消
雪
シ
ー
ト
を
設
置
す
る

こ
と
。 

21
．
磐
越
西
線
・
津
川
駅
、
五

お
こ
な
う
こ
と
。 

６
．
新
潟
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

管
内
の
「
と
ら
ん
丸
」
の
載
線

箇
所
を
全
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。 

７
．
長
岡
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

管
内
の
「
と
ら
ん
丸
」
の
載
線

箇
所
を
全
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。 

８
．
柏
崎
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー

管
内
の
「
と
ら
ん
丸
」
の
載
線

箇
所
を
全
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
。 

９
．
見
附
構
内
に
配
備
す
る
Ｍ

Ｒ
基
地
の
消
雪
設
備
を
整
備

す
る
こ
と
。 

10
．
信
越
線
長
岡
～
柏
崎
の
架

線
凍
結
対
策
を
講
じ
る
と
共

に
、
初
列
車
の
前
に
カ
ッ
タ

ー
代
行
を
運
行
す
る
こ
と
。 

11
．
Ｅ
１
２
９
系
の
デ
ィ
ス
ク

ブ
レ
ー
キ
凍
結
対
策
を
車
両

面
、
設
備
面
で
講
じ
る
こ
と
。 

12
．
Ｅ
１
２
９
系
の
車
掌
の
誘

導
に
よ
る
起
動
確
認
に
つ
い

て
今
冬
期
の
考
え
方
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。 

13
．
Ｅ
１
２
９
系
電
気
ブ
レ
ー

キ
Ｎ
Ｆ
Ｂ
及
び
耐
雪
ブ
レ
ー

キ
Ｎ
Ｆ
Ｂ
を
運
転
台
前
面
に

移
設
す
る
こ
と
。 

14
．
Ｅ
６
５
３
系
い
な
ほ
車
両

容
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。 

 

新
潟
地
本
は
11
月
６
日
、
万

全
な
体
制
で
冬
期
を
迎
え
る

た
め
、
申
６
号
・
２
０
１
９
年

度
冬
期
の
取
組
み
に
対
す
る

申
し
入
れ
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

◆
申
６
号 

申
し
入
れ
項
目
◆ 

１
．
冬
期
体
制
を
12
月
１
日
か

ら
と
し
、
全
系
統
で
統
一
す

る
こ
と
。 

２
．
大
雪
警
報
発
令
時
は
早
め

に
運
休
手
配
を
行
い
現
場
に

周
知
す
る
こ
と
。 

３
．「
と
ら
ん
丸
」
の
運
用
の
考

え
方
、
位
置
づ
け
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
。 

４
．「
と
ら
ん
丸
」
の
取
り
扱
い

を
行
う
全
社
員
に
冬
期
体
制

前
に
教
育
を
行
う
こ
と
。 

５
．「
と
ら
ん
丸
」
故
障
時
の
救

援
方
法
を
定
め
社
員
教
育
を

新
潟
地
本
は
10
月
17
日
に

団
体
交
渉
を
行
い
「
２
０
１
９

年
度 

冬
期
の
取
組
み
」
に
つ

い
て
提
案
を
受
け
ま
し
た
。 

昨
年
度
の
冬
期
は
暖
冬
小

雪
に
よ
り
対
策
の
多
く
で
検

証
が
行
え
な
か
っ
た
と
し
た

中
で
、
前
年
度
を
踏
襲
し
た
内

容
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
度
の
冬
期
に
関
し
て

は
、
２
０
１
８
年
度
申
15
号
の

団
体
交
渉
に
お
い
て
冬
期
の

要
員
体
制
や
設
備
投
資
、
「
と

ら
ん
丸
」
や
Ｅ
１
２
９
系
の
デ

ィ
ス
ク
ブ
レ
ー
キ
凍
結
対
策

の
課
題
な
ど
多
岐
に
わ
た
り

労
使
で
議
論
を
行
い
ま
し
た
。 

今
提
案
で
は
組
合
側
の
主

張
も
一
部
取
り
入
れ
ら
れ
た

一
方
で
「
検
討
中
」
と
さ
れ
る

項
目
も
多
く
、
現
場
感
覚
と
の

相
違
を
含
め
課
題
を
残
す
内

十
島
駅
の
軌
間
内
融
雪
装
置

(

線
間
プ
ー
ル)

を
新
し
い
物

に
取
り
替
え
る
こ
と
。 

22
．
十
日
町
駅
31
号
ポ
イ
ン

ト
、
32
号
ポ
イ
ン
ト
に
融
雪

装
置
を
設
置
す
る
こ
と
。 

 

も
関
わ
ら
ず
、
職
場
や
社
員
に

よ
っ
て
管
理
者
の
対
応
が
異

な
る
な
ど
、
疑
問
や
不
安
の
声

が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
新
潟
地
本
は
11
月
１

日
、
申
５
号
・
自
己
申
告
書
に

基
づ
い
た
個
人
面
談
に
関
す

る
緊
急
申
し
入
れ
を
提
出
し

ま
し
た
。 

◆
申
５
号 

申
し
入
れ
項
目 

１
．
個
人
面
談
実
施
に
お
い

て
、
現
場
長
と
管
理
者
が
対

応
す
る
２
対
１
と
、
管
理
者

の
み
の
１
対
１
の
違
い
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
。 

２
．
個
人
面
談
の
開
催
場
所

が
、
社
員
の
個
人
情
報
が
漏

れ
る
場
所
で
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

保
護
で
き
る
環
境
で
実
施
す

る
こ
と
。 

３
．
回
答
は
11
月
５
日
ま
で
に

行
う
こ
と
。 

 

た
め
に
現
場
管
理
者
が
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
。
面
談
を
行
う

管
理
者
に
よ
っ
て
内
容
が
異

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」
「
不

安
や
疑
問
は
現
場
管
理
者
が

解
消
で
き
る
よ
う
に
施
策
の

内
容
も
周
知
し
て
い
く
」
と
回

答
し
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
社
員
が
年
に
一

回
、
希
望
や
家
庭
状
況
を
管
理

者
へ
伝
え
、
相
談
も
出
来
る
公

式
か
つ
大
事
な
場
で
あ
る
に

自
己
申
告
書
に
基
づ
く
個

人
面
談
が
各
職
場
で
始
ま
り

ま
し
た
。 

新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
実
施
延
期
を
求
め

た
本
部
申
５
号
の
団
体
交
渉

で
経
営
側
は
「
社
員
の
将
来
希

望
に
つ
い
て
『
い
つ
の
時
点
で

何
を
す
る
の
か
』
を
詳
細
に
把

握
す
る
た
め
に
時
間
を
か
け

て
対
象
社
員
と
面
談
を
行
う
」

「
将
来
の
希
望
を
実
現
す
る

 

【
経
営
側
の
基
本
ス
タ
ン
ス
】 

今
期
の
当
初
計
画
で
は
増

収
減
益
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

増
収
増
益
の
結
果
と
な
っ
た
。

社
員
が
増
収
、
業
務
改
革
の
推

進
に
取
り
組
ん
だ
成
果
で
あ

り
感
謝
し
て
い
る
。 

台
風
19
号
の
被
害
が
業
績

に
与
え
る
具
体
的
な
影
響
額

は
確
定
し
て
い
な
い
。
通
期
予

想
よ
り
一
層
厳
し
く
な
る
と

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

会
社
の
持
続
的
な
発
展
こ

そ
が
社
員
へ
の
還
元
の
さ
ら

な
る
充
実
、
働
き
が
い
向
上
、

社
員
・
家
族
の
幸
福
の
実
現
に

つ
な
が
る
。 

高
い
公
共
性
を
持
つ
企
業

で
あ
り
世
の
中
と
比
較
し
て

突
出
感
の
無
い
よ
う
に
留
意

す
べ
き
だ
。 

 

並
み
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。 

10
月
か
ら
消
費
増
税
が
実

施
さ
れ
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
６
期
連
続
の

賃
金
改
定
や
手
当
等
の
見
直

し
で
も
足
り
ず
、
期
末
手
当
で

補
完
し
て
い
る
実
態
だ
。 

台
風
や
大
雨
に
よ
り
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
が
、
こ
の
間

の
教
訓
か
ら
重
大
事
故
や
大

き
な
混
乱
を
発
生
さ
せ
な
か

っ
た
。
復
旧
に
向
け
労
使
で
力

を
合
わ
せ
取
り
組
ん
で
い
く
。

「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
大
丈
夫
だ
」

と
い
う
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
満
額
回
答
を
力
強
く

求
め
る
。 

中
央
本
部
は
11
月
１
日
に

申
16
号
「
２
０
１
９
年
度
年
末

手
当
に
関
す
る
申
し
入
れ
」
の

第
１
回
団
体
交
渉
を
行
い
、
要

求
の
趣
旨
説
明
を
行
う
と
と

も
に
経
営
側
か
ら
業
績
動
向

や
中
長
期
的
な
課
題
を
は
じ

め
現
状
認
識
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
ま
し
た
。 

【
組
合
側
の
趣
旨
説
明
】 

第
２
四
半
期
決
算
は
単
体
・

連
結
決
算
と
も
に
増
収
増
益
、

営
業
収
益
・
運
輸
収
入
・
四
半

期
純
利
益
は
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。
大
き
な
要
因
と
し
て

運
輸
収
入
の
増
加
、
新
幹
線
・

在
来
線
、
定
期
・
定
期
外
が
軒

 

 

 

 

 

 

 

 


